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1/24 農業者戸別所得補償制度説明会開1/24　農業者戸別所得補償制度説明会開催催

安心・安全なお米の取組みと安定供給の継続、

　　　　　　　そして環境にやさしい農業許距

たいせつＨＯＴニュース鋸漁

　層雲峡温泉湯治

　東鷹栖加工グループ加工実習

　農業者戸別所得補償制度説明会開催

　旭川青果物生産出荷協議会たいせつ支部
　　　　　　　　　　　　　　第８回定期総会

　農産物直売所“たいせつ”情報「今が旬」

労災保険のススメ禦

よい食クイズ　他魚

理事会からのお知らせ　他亨

1/11～14 層雲峡温泉湯治実1/11～14　層雲峡温泉湯治実施施



平
成
　
年
産
米
の
 

23

作
付
け
に
向
け
て
！

　
米
の
販
売
環
境
は
、
全
国
的
な
米
の

過
剰
作
付
け
に
よ
る
需
給
緩
和
状
態
が

続
く
中
、
北
海
道
米
は
　
年
産
・
　

年

21

22

産
と
も
「
作
柄
・
品
質
低
下
」
に
よ
り

市
場
で
の
評
価
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
と
し
て

「
信
頼
さ
れ
る
米
産
地
」
の
取
組
み
が

改
め
て
重
要
な
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
米
ど
こ
ろ
」
と
し
て
の
評
価
維
持
の

為
、
「
安
全
・
安
心
な
お
米
の
取
組
み

と
安
定
供
給
の
継
続
、
そ
し
て
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
」
に
取
組
み
ま
し
ょ

う
。

猿
土
壌
分
析
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
水
稲
苗
床
で
は
肥
料
分
の
蓄
積
等
に

よ
る
　
の
低
下
で
、
適
正
値
（
４
．
５

pH

～
５
．
０
）
で
な
い
ハ
ウ
ス
が
近
年
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
健
苗
育
成
に
は

適
正
な
土
壌
　
が
重
要
で
あ
り
、
使
用

pH

農
薬
の
節
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で

「
今
年
の
米
作
り
の
第
一
歩
」
と
し
て

高
品
質
米
生
産
に
向
け
て
　
測
定
を
実

pH

施
し
ま
し
ょ
う
。

※
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
随
時
受
付
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

付
け
下
さ
い
。

　猿
稲
わ
ら
は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　
「
稲
わ
ら
の
野
焼
き
」
は
農
業
の
イ

メ
ー
ジ
低
下
や
ク
リ
ー
ン
農
業
の
妨
げ

と
な
り
、
ひ
い
て
は
産
地
評
価
の
低
下

に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
「
稲
わ
ら
の
野

焼
き
」
は
止
め
て
有
効
に
活
用
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
昨
年
い
も
ち
病
発
生
圃

場
の
稲
わ
ら
は
、
そ
の
ま
ま
す
き
込
む

と
本
年
も
い
も
ち
病
発
生
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
圃
場
外
に
搬
出
し
ま
し
ょ

う
。
（
写
真
１
）

猿
施
設
調
製
米
で
産
地
指
定
確
保

　
消
費
者
・
実
需
者
の
安
全
・
安
心
志

向
が
一
層
高
ま
る
中
で
、
均
一
・
大
ロ

ッ
ト
の
「
安
全
・
安
心
な
お
米
の
取
組

み
と
安
定
供
給
の
継
続
」
を
提
供
す
る

こ
と
が
産
地
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
に
は
施
設
調
製
を
基
本
に

お
い
た
生
産
体
制
が
重
要
で
あ
り
、
全

生
産
者
に
よ
る
取
組
み
で
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
産
地
指
定

先
で
は
、
施
設
調
製
米
が
第
一
の
買
入

条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
も
「
米
の

主
産
地
」
と
し
て
、
需
要
に
沿
っ
た
米

づ
く
り
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。
（
写
真

２
）

猿
使
用
農
薬
　
回
成
分
以
内
の
完
全
実

11

施
　
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の

低
下
と
効
率
的
な
農
業
の
展
開
に
よ
る

圃
場
の
大
型
化
が
進
む
中
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
度
へ
の
対
応
に
向
け
た
薬

剤
散
布
方
法
の
一
元
化
を
実
施
す
る

為
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」
の
取

り
組
み
を
強
化
し
な
が
ら
、
リ
ス
ク
の

少
な
い
液
剤
散
布
に
よ
る
農
薬
飛
散
防

止
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
種
籾
の

温
湯
消
毒
に
よ
る
使
用
農
薬
の
削
減
と

効
率
的
な
無
人
ヘ
リ
防
除
を
有
効
に
活

用
し
、
使
用
農
薬
　
回
成
分
以
内
に
取

11

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
（
写
真
３
）

 

2011．2月号 2

写真１　野焼きはやめて稲わらの有効活
用を

写真２　上川ライスターミナル

写真３　無人ヘリをうまく活用して効率的な防
除を

安
全
・
安
心

安
全
・
安
心
な
お
な
お
米米
のの
取
組
取
組
み
と
み
と
安
定
供
給

安
定
供
給
のの

継
続
継
続
、そ
し
て

、そ
し
て
環
境
環
境
に
や
さ
し
い

に
や
さ
し
い
農農
業業



猿
危
険
期
の
適
正
な
深
水
管
理

　
　
年
産
米
は
夏
場
の
長
雨
に
よ
る
日

21
照
不
足
と
低
温
、　

年
産
米
は
春
先
の

22

天
候
不
順
と
登
熟
期
の
高
温
に
よ
り
品

質
・
収
量
共
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
近
年
の
異
常
気
象
に
対
応
し
た

稲
作
り
を
行
な
う
に
は
、
水
管
理
が
大

変
重
要
で
あ
り
、
品
質
を
高
め
る
対
策

と
し
て
危
険
期
に
適
正
な
深
水
管
理
が

可
能
な
畦
畔
高
の
確
保
と
漏
水
防
止
、

ま
た
水
深
測
定
板
を
活
用
し
た
適
切
な

水
管
理
を
行
い
、
不
稔
発
生
を
低
減
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
（
写
真
４
・
５
）

2011．2月号3

写真４・５　水深測定版を活用して適切な水管理

（単位：俵）平成22年産米集荷状況『平成22年12月15日現在』

計その他ゆめぴりかほしのゆめななつぼしきらら397

316,907.04,859.522,542.034,749.098,263.0156,493.5契 約 数 量

118,435.54,219.0─11,897.027,391.574,928.0所　 前

120,198.5─21,455.518,273.5─80,469.5上川ライスターミナル

62,088.0───62,088.0─ラ イ ス セ ン タ ー

300,722.04,219.021,455.530,170.589,479.5155,397.5計

94.9％86.8％95.2％86.8％91.1％99.3％契 約 数 量 対 比

※上川ライスターミナル（きらら397・ほしのゆめ）は自主検数量となっております。

　　　平成22年産米集荷状況　　　

　平成22年は春先の天候不順から一転し、６月中旬以降が好天に恵まれたことから良好な作柄が期待さ

れましたが、移植後の低温、日照不足などの影響により初期分げつが抑制されたことから茎数確保が出

来ず、平年を下回る残念な作柄となりました。

　また、品質面においては、登熟期の高温が起因とされる「心白粒」、「腹白粒」など被害粒の混入が

多く、品質の低下がやや目立つ結果となりました。

　全国的な作柄は平年に近い状況であることから、引き続き需給緩和の状況下であり、北海道米の販売

動向が大変心配されるところではありますが、全役職員による「全量出荷」と「籾出荷」を推進させて

頂き、30万俵を超える集荷をすることが出来ました。

　このことにつきましては、生産者皆様方の日頃からのご理解とご協力の賜物と心よりお礼を申し上げ

ます。



2011．2月号 4

たいせたいせつつ　ＨＯＴＨＯＴ　ニューニュースス

　
今
年
の
層
雲
峡
温
泉
湯
治
は
、
１
月
　
日
か
ら
　

11

14

日
ま
で
３
泊
４
日
の
日
程
で
例
年
ど
お
り
ホ
テ
ル
大

雪
で
　
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

77

　
今
年
は
参
加
者
が
い
つ
も
よ
り
減
り
ま
し
た
が
、

毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
多
数
お
り
、
期
間
中
、

温
泉
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、
ホ
テ
ル
行
事
の
歌
謡

シ
ョ
ー
・
ビ
ン
ゴ
大
会
・
映
画
鑑
賞
・
カ
ラ
オ
ケ
ル

ー
ム
で
の
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
み
、
部
屋
交
流
も

し
て
、
風
邪
を
ひ
く
こ
と
も
な
く
今
年
の
温
泉
湯
治

も
み
な
さ
ん
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
帰
り
の
層
雲
峡
は
冷
た
い
強
風
が
吹
い
て
い
ま
し

た
が
、
み
な
さ
ん
元
気
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
女
性
部
東
鷹
栖
支
部
自
家
生
産
物

加
工
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
今
年
度
最
後
の
加
工
実
習

が
、
東
鷹
栖
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
野
土
花
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
　
日
に
豆
腐
、　

日
に
五
目
の
具
、　

日
に

13

15

30

は
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
作
り
が
行
わ
れ
、
こ
う
じ
・
み
そ

作
り
は
　
～
　
日
、　

～
　
日
、　

～
　
日
の
３
日

12

14

15

17

27

29

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
　
品
目
に
よ
る
加
工
実
習
が
行
わ
れ
、

17

毎
回
多
く
の
部
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つつつつつつつつつつつ

層層層層層層層層層層
雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲
峡峡峡峡峡峡峡峡峡峡
温温温温温温温温温温
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯
治治治治治治治治治治
実実実実実実実実実実

層
雲
峡
温
泉
湯
治
実
施施施施施施施施施施施

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつ
女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性
部部部部部部部部部部
東東東東東東東東東東
鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹鷹
栖栖栖栖栖栖栖栖栖栖
支支支支支支支支支支

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
女
性
部
東
鷹
栖
支
部部部部部部部部部部部

自自自自自自自自自自
家家家家家家家家家家
生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産
物物物物物物物物物物
加加加加加加加加加加
工工工工工工工工工工
ググググググググググ
ルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーー

  自
家
生
産
物
加
工
グ
ル
ー
プププププププププププ

加加加加加加加加加加
工工工工工工工工工工
実実実実実実実実実実
習習習習習習習習習習
実実実実実実実実実実

加
工
実
習
実
施施施施施施施施施施施

こうじ・みそ作りの様子

宴会場での一枚

　
昨
年
モ
デ
ル
対
策
が
実
施
さ
れ
、
い
よ
い
よ
平
成

　
年
度
か
ら
本
格
導
入
さ
れ
る
「
農
業
者
戸
別
所
得

23補
償
制
度
」
の
説
明
会
が
、
１
月
　
日
、
東
鷹
栖
と

24

鷹
栖
の
２
会
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
北
海
道
農
政
事
務
所
地
域
第
四
課
の
内
海

課
長
、
宇
野
農
政

業
務
管
理
官
を
招

き
、
従
来
の
制
度

と
の
相
違
点
や
交

付
金
支
払
の
イ
メ

ー
ジ
な
ど
、
詳
し

く
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。
本
制
度
に

つ
い
て
は
、
産
地

資
金
の
交
付
金
額

な
ど
現
在
検
討
中

の
部
分
も
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
交

付
金
が
確
実
に
支

払
わ
れ
る
の
か
ど

う
か
不
安
な
様
子

も
見
え
隠
れ
す
る

中
で
、
質
問
や
制

度
に
対
す
る
要
望

な
ど
、
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業
者者者者者者者者者者
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
別別別別別別別別別別
所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得
補補補補補補補補補補
償償償償償償償償償償
制制制制制制制制制制

  農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度度度度度度度度度度度

説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明
会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開

説
明
会
開
催催催催催催催催催催催

農政事務所の内海課長（左）と
宇野農政業務管理官（右）

鷹栖会場の様子
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販販販販販販販販販販
売売売売売売売売売売
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

販
売
協
議
会
総
会
開
催
！！！！！！！！！！！

　
直
売
所
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
、
Ｊ

Ａ
た
い
せ
つ
農
産
物
販
売
協
議
会
の
総

会
が
、
１
月
　
日
に
本
所
営
農
セ
ン
タ

13

ー
で
行
わ
れ
、
販
売
実
績
・
会
計
報

告
、
協
議
会
会
則
の
改
正
、
平
成
　
年
23

販
売
計
画
、
新
役
員
選
出
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
販
売
計
画
に
つ

い
て
は
、
自
主
運
営
の
可
能
な
販
売
展

開
の
確
立
を
目
指
し
た
計
画
案
が
出
さ

れ
、
組
合
員
の
皆
様
に
も
よ
り
多
く
の

野
菜
を
出
荷
し
て
い
た
だ
け
る
旨
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

会
　
長
　
川
添
勝
子
（
東
鷹
栖
　
区
）

25

副
会
長
　
川
田
忠
一
（
同
　
鷹
の
巣
）

監
　
事
　
鈴
木
栄
子
（
同
　
　
　
区
）

15

　
　
　
　
谷
川
洋
美
（
鷹
栖
　
　
区
）

14

会
　
計
　
柿
木
和
恵
（
東
鷹
栖
　
区
）

16

幹
　
事
　
遠
藤
純
子
（
同
　
　
　
区
）

32

　
　
　
　
高
橋
明
子
（
同
　
　
　
区
）

18

　
　
　
　
大
田
信
子
（
同
　
　
　
区
）

40

新新新新新新新新新新
規規規規規規規規規規
出出出出出出出出出出
荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷
者者者者者者者者者者
大大大大大大大大大大
募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集

新
規
出
荷
者
大
募
集
！！！！！！！！！！！

組
合
員
な
ら
誰
で
も
出
荷
で
き
ま
す
！

・
毎
日
出
荷
で
き
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
出
荷
で
き
ま
す
。

・
規
格
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
少
量
品
目
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
春
か
ら
」
野
菜
を
出
荷
し
た

い
方
、
少
し
で
も
興
味
を
お
も
ち
の
方

は
、
直
売
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

営
業
時
間
　
　
時
～
　
時

10

17

定
 休
 日
　
毎
週
月
曜
日

Ｔ
 Ｅ
 Ｌ
　
　
―
２
１
４
１

57

　
１
月
　
日
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
本
所
事

18

務
所
２
階
大
会
議
室
に
て
、
旭
川
青
果

物
生
産
出
荷
協
議
会
た
い
せ
つ
支
部
の

第
８
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
会
長
挨
拶
と
し
て
大
田
雅

一
郎
会
長
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
柿
林
孝

志
組
合
長
と
、
上
川
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
八
田
洋
専
門
普
及
指
導
員
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
東
鷹
栖
　
区
の
立
野
隆
雄

15

さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
、
事
業
計
画
、
収

支
予
算
案
が
報
告
さ
れ
、
収
支
予
算
案

や
会
費
の
内
訳
に
つ
い
て
質
問
が
出
ま

し
た
が
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
平
成
　
年
度
よ
り
ア
ス
パ

23

ラ
部
会
を
新
た
に
設
立
す
る
案
、
支
部

規
約
を
一
部
改
正
す
る
案
が
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
春
先
の
低
温
と
夏
場
の
高
温

に
よ
り
収
量
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
良
い
年
に
な
る
と
信
じ
て
、
部
員

１
８
２
名
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
野

菜
作
り
に
励
も
う
と
、
来
年
度
の
作
付

け
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭
川川川川川川川川川川
青青青青青青青青青青
果果果果果果果果果果
物物物物物物物物物物
生生生生生生生生生生
産産産産産産産産産産
出出出出出出出出出出
荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつ
支支支支支支支支支支

旭
川
青
果
物
生
産
出
荷
協
議
会
た
い
せ
つ
支
部部部部部部部部部部部

第第第第第第第第第第
８８８８８８８８８８
回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定
期期期期期期期期期期
総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開

　
第
８
回
定
期
総
会
開
催催催催催催催催催催催

農農農農農農農農農農
産産産産産産産産産産
物物物物物物物物物物
直直直直直直直直直直
売売売売売売売売売売
所所所所所所所所所所
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつ
情情情情情情情情情情

農
産
物
直
売
所
た
い
せ
つ
情
報報報報報報報報報報報

今今今今今今今今今今
がががががががががが

　
今
が
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬

たいせつ農産物直売所ホームページ

http://www.jataisetu.or.jp/tyokubai



　
２
月
に
入
り
、
農
協
と
し
て
も
新
し

い
年
度
に
突
入
し
ま
し
た
。
春
に
向
け

て
本
格
的
な
農
作
業
に
入
る
そ
の
前

に
！
も
し
も
の
時
の
為
に
労
災
保
険
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
昨
年
、
た

い
せ
つ
地
域
で
も
数
々
の
農
作
業
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
来
加
入
義
務

の
な
い
農
業
者
の
方
も
、
一
定
の
要
件

の
も
と
に
「
特
別
加
入
」
と
い
う
形
で

任
意
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
「
安
心
」

・「
安
全
」
な
農
作
物
を
永
く
作
っ
て

い
く
為
に
も
、
農
業
者
が
「
安
心
」・

「
安
全
」
に
作
業
で
き
る
環
境
を
整
え

ま
し
ょ
う
。

  こ
ん
な
方
が
対
象
に
な
り
ま
す

　
特
別
加
入
制
度
は
、
以
下
の
Ａ
～

Ｃ
、
３
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

Ａ
、
特
定
農
作
業
従
事
者
の
方

　
年
間
の
農
業
生
産
物
総
販
売
額
が
３

０
０
万
円
以
上
ま
た
は
、
経
営
耕
地
面

積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
規
模
の
方

で
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
農
作
業
に
従

事
し
て
い
る
方
。

①
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
業
機
械
を
使

用
す
る
作
業

②
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所
で
の
作

業
③
サ
イ
ロ
、
む
ろ
等
の
酸
欠
危
険
の

あ
る
作
業

④
農
薬
散
布
作
業

⑤
牛
・
馬
・
豚
に
接
触
す
る
作
業

Ｂ
、
指
定
農
業
機
械
作
業
従
事
者
の
方

　
自
営
農
業
者
（
兼
業
農
家
含
む
）
の

方
で
、
次
に
指
定
さ
れ
た
機
械
を
使
用

し
農
作
業
を
行
う
方
。

①
動
力
耕
転
機
そ
の
他
の
農
業
用
ト

ラ
ク
タ
ー

②
動
力
溝
掘
機

③
自
走
式
田
植
機

④
自
走
式
防
除
用
機

⑤
自
走
式
動
力
刈
取
機
、
自
走
式
収

穫
用
機
械

⑥
ト
ラ
ッ
ク
、
自
走
式
運
搬
用
機
械

⑦
動
力
脱
穀
機
や
動
力
草
刈
機
な
ど

の
定
置
式
又
は
携
帯
式
機
械

Ｃ
、
中
小
事
業
主
の
方

　
常
時
３
０
０
人
以
下
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
者
本
人
及
び
そ
の
家
族
従

事
者
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
以
外
の

役
員
）
の
方
。
ま
た
は
、
１
年
間
に
１

０
０
日
以
上
に
わ
た
り
労
働
者
を
使
用

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
で
、
以
下

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
。

①
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
労
働

保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
。

②
労
働
保
険
の
事
務
処
理
を
労
働
保

険
事
務
組
合
に
委
託
し
て
い
る
こ

と
。

注
：
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
重
複
し
て
加
入
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
れ
か

１
つ
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

  保
険
料
の
仕
組
み
に
つ
い
て

①
保
険
料
は
年
１
回
の
掛
け
捨
て
制
で

期
間
は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
　31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。
年
度
途
中

の
加
入
も
で
き
、
そ
の
場
合
の
保
険

料
は
月
割
り
と
な
り
ま
す
。

②
加
入
す
る
農
業
者
は
、
ご
自
身
の
給

付
基
礎
日
額
を
選
択
し
ま
す
。
こ
の

給
付
基
礎
日
額
に
基
づ
き
、
年
間
保

険
料
や
補
償
内
容
が
決
ま
り
ま
す
。

③
年
間
の
農
業
収
入
を
３
６
５
日
で
割

っ
た
額
を
目
安
と
し
て
、
３
，
５
０

０
円
～
２
０
，
０
０
０
円
の
う
ち
か

ら
申
請
い
た
だ
き
ま
す
。

④
申
請
い
た
だ
い
た
額
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
労
働
局
長
の
承
認
が
必
要

で
す
。

⑤
申
請
し
た
給
付
基
礎
日
額
を
も
と
に

保
険
料
を
算
出
し
ま
す
。

給
付
基
礎
日
額
×
３
６
５
×
保
険
料
率

※
保
険
料
率
は
３
つ
の
制
度
ご
と
に
率

が
異
な
り
ま
す
。

Ａ
特
定
農
作
業
従
事
者
 

０
．
９
％

Ｂ
指
定
農
業
機
械
作
業
従
事
者

 

０
．
５
％

Ｃ
中
小
事
業
主
等
 

１
．
２
％

　
特
定
農
作
業
従
事
者
で
、
給
付
基
礎

（例）
日
額
を
５
，
０
０
０
円
で
労
災
加
入

さ
れ
る
方
の
場
合

５
，
０
０
０
円
×
３
６
５
×
０
．０
０
９

ご
自
身
の
年
間
保
険
料
は

＝
１
６
，４
２
５
円

と
な
り
ま
す
。

■
み
な
さ
ん
が
雇
っ
て
い
る
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
方
々
も
労
災
保
険

に
加
入
で
き
ま
す
。

・
常
時
５
人
以
上
雇
っ
て
い
る
場
合
又

は
法
人
の
場
合
は
強
制
加
入
で
す
。

・
常
時
５
人
未
満
の
場
合
は
任
意
加
入

で
す
が
、
農
業
者
本
人
が
特
別
加
入

し
て
い
る
場
合
や
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ

ー
ト
等
の
方
の
過
半
数
が
希
望
す
る

場
合
は
強
制
加
入
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
農
業
振
興
課

緯
５
７
―
２
３
５
７

参
考
資
料
：
農
林
水
産
省
・
厚
生
労
働
省
「
必

見
！
農
業
者
の
皆
さ
ん
労
災
保
険

の
特
別
加
入
を
ご
存
じ
で
す
か
概
」
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農
業
労
災
保
険
で
安
心
・
安
全
な
農
作
業
を
！

　
　
労
災
保
険
「
特
別
加
入
」
の
ス
ス
メ



2011．2月号7

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

よよ
いい
食食
　
　
クク
イイ
ズズ

Ｑ
　
「
香
り
米
」
と
い
う
、
良
い
香

り
の
す
る
お
米
が
あ
る
。
ウ
ソ
？

ホ
ン
ト
？

Ａ
　
ホ
ン
ト
。

　「
香
り
米
」
は
、
見
た
目
は
普

通
の
お
米
と
変
わ
ら
な
い
で
す

が
、
炊
く
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
よ

う
な
こ
う
ば
し
い
香
り
が
す
る
お

米
で
す
。
普
通
の
お
米
に
ま
ぜ
て

炊
く
と
、
ご
は
ん
の
風
味
が
高
ま

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
出
展：

Ｊ
Ａ
全
中
発
行
「
ご
は
ん
ぢ
ゃ
ワ

ン
の
お
米
ク
イ
ズ
（
科
学
編
）
」
よ
り
転
載

Ｑ
　
ご
は
ん
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
は

１
種
類
だ
け
。
ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？

Ａ
　
ウ
ソ
。

　
ご
は
ん
の
中
に
は
、
元
気
に
活

動
す
る
た
め
の
栄
養
素
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
ま
す
。
一
番
多
く
含

ま
れ
る
炭
水
化
物
を
は
じ
め
、
た

ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
が
ふ

く
ま
れ
て
い
ま
す
。

※
出
展：

Ｊ
Ａ
全
中
発
行
「
ご
は
ん
ぢ
ゃ
ワ

ン
の
お
米
ク
イ
ズ
（
科
学
編
）
」
よ
り
転
載
 

Ｑ
　「
無
洗
米
」と
は
洗
っ
て
い
な
い

お
米
の
こ
と
だ
。ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？

Ａ
　
　
ウ
ソ

　
お
米
を
水
で
洗
う
（
と
ぐ
）
の

は
、
お
米
に
つ
い
て
い
る
ぬ
か
を

取
る
た
め
で
す
が
、
「
無
洗
米
」

は
あ
ら
か
じ
め
工
場
で
ぬ
か
を
取

り
除
い
て
い
ま
す
。
洗
わ
ず
に
簡

単
に
調
理
で
き
る
の
で
人
気
が
あ

り
ま
す
。

※
出
展：

Ｊ
Ａ
全
中
発
行
「
ご
は
ん
ぢ
ゃ
ワ

ン
の
お
米
ク
イ
ズ
（
生
活
編
）
」
よ
り
転
載

よよ
いい
食食
　
　
クク
イイ
ズズ

関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

　
今
年
に
入
っ
て
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
名
前
を
借
り
て
児
童
養
護
施

設
へ
寄
付
す
る
運
動
が
全
国
で
起
こ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
匿
名
で
チ

ャ
ー
シ
ュ
ー
を
寄
付
し
た
が
安
全
性

が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
寄
付
し
た

方
が
名
乗
り
で
な
い
と
残
念
だ
が
廃

棄
す
る
と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
。

結
局
寄
付
し
た
方
が
名
乗
り
出
た
と

の
事
で
す
が
、
こ
と
食
品
に
関
し
て

は
「
安
全
・
安
心
」
が
第
一
だ
と
思

い
ま
す
。
た
い
せ
つ
地
域
と
し
て

も
、
今
年
も
「
安
全
・
安
心
」
な
農

産
物
を
消
費
者
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
ま
た
昨
年
、
一
昨
年
と
不
作
な

の
で
今
年
は
豊
作
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　
ひ
ろ
ば
た
い
せ
つ
新
年
号
７
ペ
ー
ジ

の
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
登
別
温
泉
湯
治
実

施
」
の
中
で
掲
載
し
た
写
真
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫詫
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
とととととととととととととととととととととととととととととと
訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂訂

お
詫
び
と
訂
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正



印
刷
　
㈱
総
北
海

発
行
　
た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
広
報
誌
　
ひ
ろ
ば
た
い
せ
つ

2011/２
月
号
　
第
96号

〒
071-8101　

旭
川
市
東
鷹
栖
１
条
３
丁
目
635-53

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　℡
0166-57-2357

2011．2月号 8

一
、
平
成
二
十
一
年
産
う
る
ち
米
共
計

精
算
金
等
の
支
払
に
つ
い
て

　
　
平
成
二
十
一
年
産
米
共
計
精
算
等

の
最
終
支
払
に
つ
い
て
原
案
通
り
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
三
年
営
農
計
画
策
定
基

準
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
平
成
二
十
三
年
度
営
農
計
画
策
定

基
準
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
決
定

し
、
記
入
相
談
日
を
東
鷹
栖
地
区
二

月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
、
鷹
栖
地

区
二
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
で
実

施
す
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

三
、
出
資
減
口
に
つ
い
て

　
　
農
地
の
売
却
等
に
よ
る
出
資
減
口

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
定
款
第
五
十
七
条
第
三
項
に
よ
る

組
合
と
理
事
の
契
約
承
認
に
つ
い
て

　
　
平
成
二
十
二
年
産
米
経
営
対
策
費

の
理
事
七
名
へ
の
交
付
、
及
び
理
事

が
代
表
を
務
め
る
団
体
に
対
し
て
の

貸
付
一
件
に
つ
い
て
承
認
決
定
さ
れ

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
第
十

二
回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て

協
議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

 １
月
６
日
　
職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会

１
月
７
日
　
企
画
会
議

１
月
　
日
　
層
雲
峡
温
泉
湯
治

11

　
　
　
　
　
～
　
日
14

１
月
　
日
　
監
事
協
議
会
冬
期
研
修

12

　
　
　
　
　
～
　
日
14

１
月
　
日
　
第
２
回
役
員
報
酬
審
議
会

13

１
月
　
日
　
農
事
組
合
長
・
町
内
会
長

14

会
議

１
月
　
日
　
青
果
協
議
会
た
い
せ
つ
支

18

部
総
会

１
月
　
日
　
住
宅
ロ
ー
ン
相
談
会

22

１
月
　
日
　
第
　
回
理
事
会

24

13

　
　
　
　
　
役
員
協
議
会

１
月
　
日
　
農
協
事
業
地
区
別
懇
談
会

27

　
　
　
　
　
～
　
日
28

１
月
　
日
　
決
算
棚
卸

31

１
月 「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
みみ

ま
し
た
。

五
、
平
成
二
十
二
年
度
Ｊ
Ａ
農
業
緊
急

支
援
資
金
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
緊
急
支
援
資
金
の

貸
し
付
け
に
伴
う
ク
ミ
カ
ン
未
精
算

の
対
応
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
米
価
暴
落
に
よ
る
農
業
経
営
維
持

に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て
 

　
　
東
鷹
栖
農
民
連
盟
と
鷹
栖
町
農
民

連
盟
か
ら
の
要
請
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し

お
世
話
に
な
り
ま
し
たた

　
角
谷
　
莉
沙

（
総
務
部
総
務
課
総
務
係
）

（
１
月
　
日
付
）

31

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ　　　お知らせ　　　

「ＪＡたいせつ」の磁気キャッシュカードをお持ちのお客様へ

　カードのセキュリティーアップのため、磁気カードからＩＣカードへ無料で切替えをしています。

通帳印とカードをお持ちのうえ貯金窓口で手続きをお願いします。

　特にＪＡカード一体型（キャッシュカードとクレジットカードの一体型）は特典が多くお勧めです。

　尚、手続きなどの詳しい内容は、貯金窓口へお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】　ＪＡたいせつ 本　　所　貯　金　係　緯５７－２３４５

 鷹栖支所　貯金共済係　緯８７－２１２１
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